
高田地区海岸
養浜技術検討委員会

第４回

平成２９年２月２０日 １３：３０～

マリオス １８３会議室
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資料２



１．開会

２．主催者あいさつ

３．議事

（１）前回までの報告

（２）試験施工結果

（３）モニタリング状況（効果検証）

（４）今後の予定

４．その他

５．閉会

次第
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分 類 氏 名 所属機関・団体名

行政委員 加 藤 史 訓
国土交通省国土技術政策総合研究所
海岸研究室長

行政委員 煙 山 彰 岩手県水産技術センター所長

行政委員 高 橋 正 博
岩手県県土整備部
河川課総括課長

委員名簿
（敬称略）

3

分 類 氏 名 所属機関・団体名

委員長
（水工学）

田 中 仁
東北大学大学院
工学研究科 教授

副委員長
（海岸工学）

小 笠 原 敏 記
岩手大学理工学部大学院
工学研究科 准教授

委員
（生物学）

松 政 正 俊
岩手医科大学 教養教育センター長
生物学科 教授
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平成２５年度

３月３月３月３月 東日本大震災復興計画東日本大震災復興計画東日本大震災復興計画東日本大震災復興計画
第２期実施計画に反映第２期実施計画に反映第２期実施計画に反映第２期実施計画に反映

平成２６年度

養浜材調査（海上ボーリング等）

復興交付金申請
事業化

平成２７年度
試験施工、環境モニタリング調査

平成２８年度

本施工（投入）

Ｈ２６．３．２８ 第１回検討委員会
【議題】 ・委員会立ち上げ、進め方

・養浜の目標設定

Ｈ２６．１０．１４ 第２回検討委員会
【議題】 ・養浜基本計画（案）

・環境影響評価の基本方針（案）

Ｈ２９．０２．２０ 第４回検討委員会（今回）
【議題】 ・検証、検討

Ｈ２７．０１．２６ 第３回検討委員会
【議題】 ・養浜計画のとりまとめ

議事（１） 前回までの報告
①委員会開催経緯



議事（１） 前回までの報告
②第３回委員会 議事報告
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１．日時 平成２７年１月２６日 １４時～

２．場所 マリオス １８３会議室

３．出席委員 委員３名、行政委員２名（１名欠席）

４．議事

（１）第２回委員会 報告

（２）養浜基本計画

（３）環境影響評価

（４）今後の予定

５．委員会における主な意見

※平成２８年７月の現場視察含む
別紙１参照



∗ 目的 ：

高田松原の砂浜を回復させる

∗ 目標 ：

震災前（直近の測量データがある２００３年頃）の

砂浜を回復目標とする

※当時の砂浜の幅、勾配、粒径等を目指す

∗ 方法 ：

①養浜材料は、購入材を基本とする

②現地由来の材料を有効活用する

③養浜材料（砂）は、段階的に投入する

議事（１） 前回までの報告
③養浜基本計画 基本方針
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第３回資料を引用



議事（１） 前回までの報告
④養浜基本計画 平面計画と工区設定
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海水浴場区間を明示した
平面図を挿入

想定海水浴客数 約１７万人（Ｈ２２実績）
海水浴場範囲は、震災前と同規模を設定

「養浜 第３工区」 延長６５０ｍ

目標砂浜幅 ： ３０ｍ～60ｍ
（従前の砂浜幅）

※砂浜景観の復元
※遠方からの景観、散策

「養浜 第２工区」 延長７００ｍ
目標砂浜幅 ： ６０ｍ
※海浜利用、砂浜景観の復元
※海水浴場としての機能

「養浜 第１工区」 延長４００ｍ

目標砂浜幅 ： ３０ｍ～60ｍ
（従前の砂浜幅）

※砂浜景観の復元
※遠方からの景観、散策

突堤（本設）

汀線

第３回資料を引用



議事（１） 前回までの報告
⑤養浜基本計画 断面計画（２工区）
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＜設計概念＞

・震災前は、前浜1/10～20勾配、中央粒径0.26mm

・震災前の粒径以上の養浜材料を選定。実績より、前浜1/10勾配に設定。

・目標砂浜幅（第2工区：60m、第１、３工区：30m）で造成。工区境に突堤を設置。

・下層に砕石や発生材、上層に良質砂を投入し、吸出し防止と工費節減を図る。

・波浪による短期変動を考慮し、第1層は1m厚以上を確保。

＜施工方法＞

・陸上からの巻き出し施工（ダンプ搬入、ブルドーザー敷均し）

・汀線部に盛土し、波浪による自然流出で汀線より沖側の断面地形を構築。

第1層養浜材 ： 良質砂

（粒径 0.26 mm以上）

第2層養浜材 ： 砕石等

（砕石、再生資材等） （測線１－Ｎｏ．１３を使用）

砂浜幅（汀線まで）

第2工区：60m で造成

30m30m

第３回資料を引用



＜試験の目的＞：実際の養浜砂による地形変化特性の把握
・平衡（安定）勾配の確認

・上層（砂）と下層（砕石等）の混合状況の確認

・上層（砂）の分級状況の確認

・海浜地形の短期変動量の確認 等

→設計断面（特に砂層厚）を修正し、最適量で事業目的を達成

＜試験の方法＞
・試験工区は、全体延長1,750mの１割程度とし、延長200m

（第２、３工区で各100m）

・両端に仮設突堤を設置

・養浜工完成後、海浜地形測量を実施

・粒度分布、経年変化、季節変化、高波浪前後の変化 等を比較

議事（２） 試験施工結果
①試験施工の目的・方法
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第３回資料を引用
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仮突堤②

仮突堤①

本突堤

議事（２） 試験施工結果
②試験施工平面計画
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拡大図
拡大図
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議事（２） 試験施工結果
③試験施工断面計画
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断面①
砂浜幅 ５０ｍ
砂層厚 １ｍ

断面②
砂浜幅 ３０ｍ
砂層厚 ０．５ｍ
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中詰石（30～200kg/個）

被覆石（1,000kg/個）
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中詰石（30～200kg/個）

被覆石（1,000kg/個）被覆石（1,000kg/個）

議事（２） 試験施工結果
④試験施工突堤計画
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本突堤

仮突堤①

本突堤 仮突堤（本格施工時は撤去が前提）

構造形式 不透過型・石張式・傾斜堤構造。 同左。

使用材料 中詰は３０～２００㎏/個の捨石。
被覆は必要重量１ｔ/個の被覆石。

中詰は３０～２００㎏/個の捨石。
被覆は先端のみ本突堤と同じ被覆石。

堤 長 長期の汀線変化量が１０ｍ程度見込まれるため、
計画養浜断面より延伸。

長期の汀線変化量を見込まないため、計画養浜
断面と同一。

養浜断面

養浜断面

突堤断面

突堤断面



議事（２） 試験施工結果
⑤施工工程
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1月12月

平成27年度 平成28年度

突堤工

養浜工（砕石） 20,700m3

養浜工（砂） 21,400m3

準備工

後片付け

6月 7月 8月 9月

工種 備考

11月 2月 3月 4月 5月

8/3完了

7/4開始

2/2着手

5/23開始

7/9完了



議事（２） 試験施工結果
⑥養浜砂（購入砂）
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産地：宮城県黒川郡大和町
規格：洗砂４ｍｍ

砂は、海洋汚染防止法に係る判定項目（３４項目）、化学
的酸素要求量（ＣＯＤ）、強熱減量（ＩＬ）について材料試験
を実施し、基準値未満を確認。

粒径加積曲線

土の粒度試験



議事（２） 試験施工結果
⑦－１ 施工状況写真 １／２
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施工前 仮突堤①完成捨石投入状況

シルトフェンス設置状況 第１線堤被覆石 空隙充填① 第１線堤被覆石 空隙充填②



議事（２） 試験施工結果
⑦－２ 施工状況写真 ２／２
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砕石投入状況 砕石（第２層）勾配 １／１０砕石投入完了

砂投入状況 波浪による前浜形成状況 砂（第１層）投入完了



議事（２） 試験施工結果
⑧全景

17



議事（３） モニタリング状況
＜生物環境＞
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調査位置図

凡例
□ : 生物生息調査（1地区：4測線）
□ : 濁度連続測定・水質調査(4地点)
◇ : 水質調査のみ（4地点）
○ : 波高調査（1地点）

: 養殖筏区域

調査地点選定理由
位置 調査地点 選定理由

St.1 施工箇所近傍 汚濁防止膜の外側

St.2 カキ養殖筏近傍 施工箇所から最も近い
養殖筏St.3 カキ養殖筏近傍

St.4 沖合地点

湾内のバックグラウンド
を把握する対照地点
（過年度の県水産技術センターの
調査地点と同地点）

St.5 河口地点 気仙川の影響把握

St.6 イシカゲ養殖筏近傍

養殖筏別の影響把握St.7 ワカメ養殖筏近傍

St.8 ホタテ養殖筏近傍



議事（３） モニタリング状況
＜生物環境＞
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貝桁

貝桁 採捕状況

①生物生息調査（施工前）

表層
海面下0.5m

中層
水深の1/2

底層
海底上1.0m

②濁度連続調査

濁度計

濁度計
(INFINITY-CLW)

濁度計

④波高調査

多機能型海象観測装置
(DL-2型)

バンドーン型採水器

透明度板

多項目水質計

③水質調査（１回/月）



議事（３） モニタリング状況
＜地形・底質＞
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汀線測量（10測線、20mピッチ）

底質調査（各測線４箇所程度（プロットは概略位置））

定点観測（固定カメラ、6月～）

定点観測（測量時定点撮影）

定点観測（測量時UAV撮影、斜め・垂直）
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仮突堤②

仮突堤①

⑤定点観測

・ 固定カメラ（１時間毎）

・ 定点撮影（２回/月、高波浪後）

・ UAV撮影（1回/月、高波浪後）

⑥汀線測量（１回/月、高波浪後）

⑦底質調査（１回/月、高波浪後）

⑧突堤被災状況

⑨砂浜陥没状況

本突堤



議事（３） モニタリング状況
＜モニタリング工程＞
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9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

試験施工
砕石・砂投入期間

①生物生息調査

②濁度連続測定

③水質調査

④波高調査

⑤定点観測
　　固定カメラ

⑤定点観測
　　定点カメラ

⑤定点観測
　　UAV撮影
⑥汀線測量
⑦底質調査

地
形
・
底
質

H28.9.6～　継続中

平成27年度 平成28年度

調査項目

生
物
環
境

H27.9.25（試験施工前）

H28.2.6～H28.11.8
（9ヶ月間　連続）

H28.2～H28.10
（9ヶ月間　1回/月）

調査頻度

H28.6月～　継続中
（1時間ごと自動撮影）

H28.8月～　継続中
（2回/月、高波浪後）

H28.8月～　継続中
（1回/月、高波浪後）



• 個体数、湿重量共に、水深の浅いL-3mが最も多く、生物の生息環境としては、好適な環
境と考えられる。

• 今後養浜により、これらの生物生息環境の拡大、生息の場が再生されると考えられる。
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議事（３） モニタリング状況
①生物生息調査結果
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調査区域図及びライン調査測線図

• 軟体動物門10種、節足動物門3種、棘皮動物門1種、
脊椎動物門1種の合計15種が確認された。

• 主な出現種となった軟体動物門における優占種（上位
3種）は、コタマガイ、バカガイ、ウバガイ（ホッキガイ）の
順であった。

測線別個体数及び湿重量組成

調査日：平成27年9月25日

：調査区域：調査区域：調査区域：調査区域

：ライン調査測線：ライン調査測線：ライン調査測線：ライン調査測線

L-3m

L-4m

L-5m

L-6m

※ライン調査の
測線番号は調査
水深(T.P.)を表す

別紙２参照



議事（３） モニタリング状況
②濁度連続調査結果

• 各地点の濁度の経時変化はほぼ同様の傾向であり、波高または降水量の変動に対応
したものとなっていた。

• ８月には５つの台風が連続して来襲し、濁度の顕著な上昇がみられた。
• 調査海域の濁りの主要な要因は、波浪による海底の巻き上がり及び降雨による気仙川

からの濁水の流入であると推察される。

調査期間：平成28年2月～10月（連続観測）

別紙３参照
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) 有義波高(唐桑)

日降水量(陸前高田) 台風5号

台風7号

台風11号

台風10号
台風9号

4月20⽇〜5月20⽇人工リーフ近傍に一時
移設した。
人工リーフ近傍では海底の巻き上がりを
生じており、濁度が高い値を示した。

Ｓｔ．1
(水深3.8m)

Ｓｔ．２
(水深9.8m)

砕石投入期間
砂投入期間

砕石投入期間
砂投入期間

養浜工事中については、
各地点とも顕著な濁度の
上昇はみられなかった。

濁度連続調査結果（上段 有義波向(唐桑)・日降水量(陸前高田) 中段 St.1：施工箇所近傍 下段 St.2：カキ養殖筏近傍）
23



気仙川からの河川水の流入の影響を受け
やすい表層について、塩分と濁度の相関
を左図に示す。

• 塩分と濁度は、負の相関関係にあり、
塩分が低くなると濁度が高くなる傾向
を示している。

• 施工箇所近傍のSt.1（●）についても概
ね同じ傾向を示していた。

• また、この傾向は岩手県水産技術セン
ターによる水質調査結果（平成24年7
月～平成27年5月のデータによる）でも
同様であった。

• 以上の結果より、試験施工による影響
は認められなかった。

議事（３） モニタリング状況
③－１ 水質調査結果（塩分・濁度）

24
表層（海面下0.5m）の塩分と濁度の相関

調査実施日：平成28年2月～10月（毎月1回）

●：St.1（施工箇所近傍）
●：St.4（沖合地点）
●：St.5（気仙川河口）
●：St.１,4,5以外



議事（３） モニタリング状況
③－２ 水質調査結果（COD） 調査実施日：平成28年2月～10月（毎月1回）

25
化学的酸素要求量（COD）の経時変化【St.1】

• 化学的酸素要求量（COD）は海域の有機汚濁の指標の一つで、陸域からの有機物の
流入や海域での植物プランクトンによる内部生産の影響で値が上昇する性質がある。

• 全調査地点、全採水層で0.8mg/L～2.6mg/Lの範囲にあった。
• 施工箇所近傍のSt.1では、内部生産が活発化する夏季の８月にやや高めの値を示す

傾向がみられるが、この傾向は過年度の公共用水域水質測定結果でも同様であり、試
験施工の影響ではなく、季節的な変動と考えられる。

工事期間（5/23～8/3)



議事（３） モニタリング状況
③－３ 水質調査結果（クロロフィルａ）
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• クロロフィルaは植物プランクトンの光合成色素であり、植物プランクトンが増殖すると値
が上昇する性質がある。

• 全調査地点、全採水層で0.1μmg/L～8.6μg/Lの範囲にあった。
• 施工箇所近傍のSt.1の変動幅は小さく、試験施工による影響は認められなかった。

クロロフィルａの経時変化【St.1】

調査実施日：平成28年2月～10月（毎月1回）

工事期間（5/23～8/3)



• 調査期間（9/6～1/20、継
続中）

• 有義波高（広田湾）は概
ね1m以下。

• 気象庁観測地点（唐桑）と
比較すると、有義波高は
小さい。

議事（３） モニタリング状況
④－１ 波高調査結果（波高）
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調査期間：平成28年9月～平成29年1月（継続中）

調査期間中の有義波高の比較（気象庁観測地点：唐桑）

調査位置図

有義波高の相関（広田湾・唐桑）



議事（３） モニタリング状況
④－２ 波高調査結果（周期・波向）
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• 周期は5～10秒。
• 気象庁観測地点（唐桑）と比較すると、周期は概ね同程度、またはやや小さい。
• 波向は一定でほぼN162°Eであった。

調査期間：平成28年9月～平成29年1月（継続中）

調査期間中の周期の比較（気象庁観測地点：唐桑）

周期の相関（広田湾・唐桑）

調査期間中の波向（広田湾）



議事（３） モニタリング状況
⑤－1 定点観測（固定カメラ）

29

• 定点カメラを２基設置し、１時間ピッチで撮影を行った。

• 高波浪来襲前後の撮影画像の比較では、著しい海
浜の変化は確認されなかった。

高波浪来襲前（8/29） 高波浪（台風10号）来襲時（8/30） 高波浪来襲後（8/31）

カ
メ
ラ
1

（Ａ
工
区
側
）

カ
メ
ラ
２

（Ｂ
工
区
側
）

仮突堤②

本突堤

仮突堤②

本突堤

仮突堤②

本突堤

本突堤 本突堤本突堤

仮突堤① 仮突堤① 仮突堤①

0

1-
NO
.2
4 1-

NO
.2
3 1-

NO
.2
2 1-

NO
.2
1 1-
NO
.2
0

1-IP.3

仮突堤①

本突堤

固定カメラ
測量時定点撮影
測量時UAV撮影

仮突堤②

カメラ１

カメラ２



議事（３） モニタリング状況
⑤－２ 定点観測（定点撮影）

• Ａ工区では、汀線位置や方向角に著しい変化はみられなかった。

• Ｂ工区では、本突堤側で汀線が前進した。

H28.8.19撮影 H29.1.17撮影

本突堤側で汀線が前進本突堤側で汀線が前進本突堤側で汀線が前進本突堤側で汀線が前進

著しい変化なし著しい変化なし著しい変化なし著しい変化なし
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Ｂ工区
（本突堤西側）

Ａ工区
（本突堤東側）

別紙４参照
（概ねの潮位+10㎝） （概ねの潮位-30㎝）

仮突堤②

仮突堤①

本突堤

本突堤

仮突堤②

本突堤

仮突堤①

本突堤



議事（３） モニタリング状況
⑤－３ 定点観測（測量時ＵＡＶ撮影）

31

• 汀線測量と同時期にＵＡＶを用いた垂直写真、斜め写真を撮影した。

H28.8.10撮影 H29.1.17撮影

仮突堤①

仮突堤②

本突堤

仮突堤①

仮突堤②

本突堤

仮突堤①本突堤

仮突堤②

仮突堤①本突堤

仮突堤②

別紙５参照
概ねの潮位-15㎝概ねの潮位-5㎝



• Ａ工区では、汀線位置、方向角に大きな変化はみられない。

• Ｂ工区では、本突堤側の汀線が前進した。モニタリング期間中（8/10～
1/18）の汀線前進量は最大24m程度であった。

議事（３） モニタリング状況
⑥－１ 汀線測量結果（等深線変化）
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8月10日（第１回調査）

1月18日（第8回調査）

仮突堤②

本突堤
仮突堤①N162°E

（広田湾波高計
平均波向9/6～1/20）

Ａ工区Ｂ工区
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T.P.±0.00m

TH=GH=2.979

CO

TH=GH=2.979

CO

T.P.±0.00m

• 約５ヵ月間（8/10～1/18）における海浜中央部
の断面地形の変動量は、Ａ、Ｂ工区とも１m前
後であった。

33

Ｂ工区（1-Ｎｏ.23）

最大変動量
1.16m

8/10 8/19 9/7 10/12 11/10 12/14 1/7

Ａ工区（1-Ｎｏ.21）

最大変動量
0.93m

1

5

1

5

1/18

議事（３） モニタリング状況

⑥－２ 汀線測量結果
（海浜断面の変化）
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本突堤

仮突堤②
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平
均
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変
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量
(
m3
)

土砂変化量（Ａ工区）

土砂変化量（Ｂ工区）

前浜勾配（Ａ工区）

前浜勾配（Ｂ工区）

• 前浜勾配は、A工区では1/8でほぼ一定、B工区では前
浜への堆砂により1/12と緩くなった。

• 土砂変化量（工区毎の積分値）は、８月に起きた仮突堤
先端部の被災と連動してＡ工区では収支がマイナスとな
り、9月までに1500m3程度減少した。

議事（３） モニタリング状況

⑥－３ 汀線測量結果
（前浜勾配、土砂変化量）

34

前浜勾配、土砂変化量の推移海浜中央部の断面変化（8/10、1/18）

Ａ工区
(1-No.21)

Ｂ工区
(1-No.23)

8/10
1/18

8/10
1/18

侵食 堆積

侵食 堆積

※捨石散乱の影響を強く受けた測線No.1については断面変化無しとした

• Ｂ工区では土砂変化量はほぼ横ばいであった。11月以降はプラスとなっているが、水中部
（水深2m以深）を含めた収支となっていないことが要因と考えられる。
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①0.54

②0.61

③0.46
③0.33

②0.56

①0.52

②0.49

③0.37

④0.33
④0.29

②0.39 ③0.36

②0.60

①0.57
①0.50

①0.52

④0.45

④0.34

④0.34

③0.36

④0.40

③0.46

②0.34

①0.48

④0.31

③0.37

②0.30

①0.53①0.54

②0.29

③0.31

④2.20

④0.96

③0.32

②0.33

①0.57①0.55

②0.30

③0.37

④1.49

• 養浜砂の中央粒径は0.50mm前後。

• ５ヵ月後の汀線付近の中央粒径は、Ａ工区で0.33～0.46mm、Ｂ工区で
0.31～0.46mmであった。

議事（３） モニタリング状況
⑦－１ 底質調査結果（粒度分布の比較）
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8月10日（第１回調査） 1月18日（第８回調査）

仮突堤②

本突堤
仮突堤①

仮突堤②

本突堤
仮突堤①

Ａ工区Ｂ工区

※数値は中央粒径値 ※数値は中央粒径値

Ａ工区Ｂ工区



• 各工区の中央３測線の粒度組成を示す。

• 全ての調査箇所において、中砂分が0.4～16.9%減少し、細砂分が1.4～
18.1%増加、中央粒径は0.02～0.17mm減少した。

• 汀線付近の細粒化の要因は、分級・混合によるものや水中から細粒分の供
給（波によるうちあげ）と推察される。

議事（３） モニタリング状況
⑦－２ 底質調査結果（粒度構成の比較）
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Ｂ工区Ｂ工区Ｂ工区Ｂ工区 Ａ工区Ａ工区Ａ工区Ａ工区

調査箇所 No.9 1-No.23 No.7 No.4 1-No.21 No.2

調査時期 8月/1月 8月/1月 8月/1月 8月/1月 8月/1月 8月/1月

細礫分(%) 0→0.6 0→0.3 0.2→0.1 0.5→0.1 0.2→0.0 0.2→0.0

粗砂分(%) 3.0→1.3 0.7→3.0 3.4→2.2 11.9→3.2 4.0→2.4 10.5→0.7

中砂分(%) 84.8→72.8 82.9→66.0 85.3→84.3 82.5→78.3 85.2→84.8 86.8→77.9

細砂分(%) 11.8→24.6 16.0→29.7 10.9→12.3 4.9→17.6 9.8→12.1 2.3→20.4

中央粒径(mm) 0.39→0.32 0.35→0.31 0.40→0.37 0.50→0.36 0.39→0.37 0.50→0.33

採取標高(T.P.m) +1/±0 +1/±0 +1/±0 +1/+1 +1/+1 +1/+1

※8月：8/10調査結果、1月：1/18調査結果。青字は８月に対して増、赤字は８月に対して減を表す
※粗礫分、中礫分、シルト・粘土分は0%または変化が微小であるため表記を割愛した



• ８/８～９に来襲した台風５号の接近・通過に伴う高波浪により、仮突堤①、②の先端部
が崩落し、捨石が散乱した。さらに台風７号（8/17）、１１号（8/21）、９号（8/22）、１０号
（8/30）に起因する高波浪が相次いで来襲したため被災が進行した。（散乱した捨石は、
９月中旬に集積し、経過観察を継続。）

• 本突堤については著しい変状は確認されなかった。

議事（３） モニタリング状況
⑧突堤被災状況

37

高波浪来襲状況（定点カメラ（現地固定））

8/8 16：10

カメラ1

カメラ2

8/8 18：14仮突堤②

仮突堤①

本突堤

本突堤

仮突堤①

仮突堤②

仮突堤の被災状況（ＵＡＶ撮影写真、8/10）

本突堤

捨石の散乱

捨石の散乱

先端部の崩落

先端部の崩落



• 台風10号の上陸に伴う高波・高潮が来襲した8月30日
16時頃、Ａ工区の仮突堤①付近において、局所的に砂
浜の陥没が発生した。

• 陥没穴は第１線堤根固工と仮突堤の交差付近に位置し、
幅3m程度、深さ1.3m程度。

議事（３） モニタリング状況
⑨－１ 砂浜陥没状況（発生状況）

38

陥没穴発生時（カメラ１撮影）

陥没穴

仮突堤①

陥没前 8/30 15:41

3m

1.3m

第１線堤根固工
（推定）

陥没後 8/30 16:41

仮突堤①

仮突堤①

0

1-
NO
.2
4 1-
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.2
3 1-

NO
.2
2 1-

NO
.2
1 1-
NO
.2
0

1-IP.3

仮突堤①

本突堤

仮突堤②

カメラ１
陥没穴

陥没穴の形状・規模



• 試掘調査の結果、仮突堤付近に深さ１ｍ程度の空隙が確認され、突堤工の捨石築堤
上部の砕石層、および、表層の養浜材が吸出しを受けた。

• 陥没発生時の潮位（大船渡、16時）は、根固工の天端高T.P.+0.7mを上まわる
T.P.+0.73m（偏差0.42m）を観測しており、砕石層が捨石築堤部の空隙から吸い出され、
さらに、上部の養浜砂が吸い出されたと推察される。

• 点検の結果、砂浜の陥没は当該箇所のみであり、その後は発生していない。

議事（３） モニタリング状況
⑨－２ 砂浜陥没状況（発生原因）
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深さ1m程度の空隙
（掘削底面：T.P.+0.7m）

陥没穴陥没穴陥没穴陥没穴
仮突堤①
T.P.+3.0m

3m

養浜砂天端
（T.P.+3.0m、層厚1m)

1.3m

1m

空隙概略位置

潮位 T.P.+0.73m
8/30 16時

砕石層天端
（T.P.+2.0m)

試掘箇所

根固工
T.P.+0.7m

第１線堤



• 工区端部以外における地中の空隙発生の有無を調べるため、本突堤と根固工が交差
する位置付近で試掘調査を行った。

• 試掘の結果、本突堤付近では砕石、養浜砂は吸出されておらず、空隙は確認されな
かった。

議事（３） モニタリング状況
⑨－３ 本突堤側の試掘調査結果
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仮突堤②

試掘箇所

空隙なし

本突堤



〇試験施工に伴う環境への影響評価
・水質・濁度 ： 波浪や降雨などの気象条件由来の濁りであり、試験施工

による影響はみられない

〇砂浜・突堤の安定性の評価
・養浜断面 ： 前浜勾配1/8～1/12、天端高、粒径を維持

： 断面地形の短期変動量は１m前後 砕石層は確認できず

・平面形状 ： 汀線位置、方向角は概ね安定（浜幅は維持）

・突堤 ： 本突堤は被災なし

工区端部付近に陥没発生

議事（３） モニタリング状況
⑩試験施工の効果検証（現時点の評価）
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養浜工 ： 前浜勾配、砂層厚、砂浜幅を維持

→ 計画通り実施（砂層厚は１．０ｍ）
突堤工 ： 仮設突堤が被災、本突堤は現状維持

→ 本突堤を計画通り実施、ただし工区端部の陥没対策は必要

結論



課 題）工区端部の突堤付近における陥没の発生

（今回発生箇所は、本格施工に伴い、陥没要因は解消）

対応案） 工区端部の突堤は、砕石と突堤の間にフィルター層を設置

議事（３） モニタリング状況
⑪－１ 課題と対応案
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◆フィルター層の粒径

護岸裏込材の粒径比の考え方※を準用し、砕石と
フィルター層の粒径比をd/D＞0.15に設定。

砕石（C40） d=40mm より、

フィルター層 D＜266mm ⇒ 割栗石（50～150mm）
※出典：「海岸保全施設の技術上の基準・同解説、H16.6、p.3-66」

◆フィルター層の層厚

一般に３層以上が必要であるため割栗石の規格より
50cm程度（150mm×3=450mm）となるが、突堤被覆
石の均しの精度が±50cmであることを勘案し、1mを
確保する。砕石の層厚も同様に1mとする。

出典：「海岸保全施設の技術上の基準・同解説、H16.6、p.3-7」

突堤

割栗石
（既設）

養浜砂

フィルター層

砕石（C40）
（追加）

フィルター層の規格と層厚（イメージ）



対応案）注意喚起看板を設置 （兵庫県明石市大蔵海岸の例）

議事（３） モニタリング状況
⑪－２ 課題と対応案
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砂浜の構造説明看板（左：設置状況、右：拡大）

突堤の構造説明看板（左：設置状況、右：拡大）

注意看板

通報看板



議事（４） 今後の予定（工事）
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平成２８年度

平成２９年度～

本格施工着手 延長１ｋｍ（試験施工区間を除く８００ｍ）
突堤工 ２基
養浜工 約２６万ｍ３

※施工中の濁度監視は、直読式濁度計を用いて施工者が毎日調査

Ｈ２９．０２．２０ 第４回検討委員会（今回）
【議題】 試験施工効果検証、検討

青：試験施工済区間（Ｈ２７～２８）
赤：本格施工区間（Ｈ２９～）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

陸 前 高 田 市

砂 盛

松 原 大 橋

2-IP.4

EC
. 1BC
. 2

EC
.2

BC
.3

EC
.3

BC
.5

EC.5

2-IP.3

2-IP.5

3NO.5
1.580

K-21
4.640

K-25
1.940

K-23
1.750

K-22
3.048

K-20
4.267

EL +2.05

EL +3.00

EL +0.72

地盤改良ライン

地盤改良ライン

1-N
O.3

4

1-N
O.3

3

1-
NO
.3
2

1-
NO
.3
1

1-
NO
.3
0

EC
.3
(B
C.
4)

1-
NO
.2
9

1-
NO
.2
8

1-
NO
.2
7

1-
NO
.2
5 1-

NO
.2
4 1-

NO
.2
3 1-

NO
.2
2 1-

NO
.2
1 1-
NO
.2
0 1-
NO
.1
9 1-
NO
.1
8 1-
NO
.1
7 EC

.2
(B
C.
3)

1-
NO
.1
6 1-
NO
.1
5

1-
NO
.1
4

1-
NO
.1
3

1-
NO
.1
2

1-
NO
.1

1

1-
NO
.1
0

1-
NO
.9

1-
NO
.8

1-
NO
.7

1-
NO
.6

1-
NO
.5

1-
NO

.4

1-
NO

.3

1 -
NO
.2

1 -
N O
. 1

E C
. 1

(B
C.
2)

1-IP.4

1-IP.3

1-IP.2

1-
NO
.2
6

2-
NO

.6

2-
NO

.7

2-
NO
.8

2-
NO
.9

2-
NO
.1
0

2-
NO
.1
1

2-
NO
.1
2

2-
NO
.1
3

2-
NO
.1
4

2-
NO
.1
5

2-
NO
.1
6

2-
NO
.1
7

2-
NO
.1
8

2-
NO
.1
9

2-
NO
.2
0

2-
NO
.2
1

2-
NO
.2
2

2-
NO
.2
3

2-
NO
.2
4

2-
NO
.2
5

2-
NO
.2
6

2-
NO
.2
7

2-
NO
.2
8

2-
NO
.2
9

2-
NO
.3
0

2-
NO
.3
1

2-
NO
.3
2

2-
NO

.3
3

2-N
O.3

4

2-NO.
35

2-
NO
.1
8+
6.
99
6

2-
NO
.1
9+
9.
89
5

2-
NO
.2
0+
10
.4
83

2-
NO
.2
1+
10
.5
98

2-
NO
.2
2+
10
.6
02

2-
NO
.2
3+
10
.6
02

2-
NO
.2
4+
10
.6
02

2-
NO
.2
5+
10
.6
02

2-
NO
.2
6+
10
.7
32

2-
NO
.2
7+
10
.7
33

2-
NO
.2
8+
10
.7
33

2-
NO
.2
9+
10
.7
34

2-
NO
.3
0+
10
.7
35

2-
NO
.3
1+
10
.7
35

2-
NO
.3
2+
10
.9
60

2-
NO

.3
3+

16
.0

87

2-N
O.3

4+1
9.6

05

2-NO.
35+21

.238

2-
NO
.2
2

2-
NO
.2
3

2-
NO
.2
4

2-
NO
.2
5

2-
NO
.2
6

2-
NO
.2
7

2-
NO
.2
8

2-
NO
.2
9

2-
NO
.3
0

2-
NO
.3
1

2-
NO
.3
2

2-
NO

.3
3

2-N
O.3

4

2-NO.
35

2-NO.36

2-NO.37

2-
NO
.2
1 2-

NO
.2
0 2-

NO
.1
9 2-

NO
.1
8 2-
NO
.1
7

2-
NO
.1
6

B-03
TP=1.00m
Dep.44.00m
 39°00′20.2300″
141°37′50.6000″

49
20

本格施工 10
00m

（実質800
m）第２工区 70
0m

第３工区 30
0m

試験施工 20
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突堤工

仮突堤工（本格施工時撤去）

突堤工

突堤工



議事（４） 今後の予定（モニタリング）

45

分類 調査内容 概ねの頻度

１）試験施工モニタリング１）試験施工モニタリング１）試験施工モニタリング１）試験施工モニタリング
本格施工着手まで（Ｈ２９夏頃）

○生物生息調査（陸上） 随時

○地上からの定点写真撮影の継続 月１回

２）本格施工モニタリング２）本格施工モニタリング２）本格施工モニタリング２）本格施工モニタリング
本格施工完了から概ね１年間

○生物生息調査（水中） 完成後最初の９月

○航空写真（またはＵＡＶ）撮影
○深浅測量（第１線堤～人工リーフ）

完了直後１回
完了１年後１回

○汀線測量
○地上からの定点写真撮影（定点見直し）

月１回

３）施設維持管理３）施設維持管理３）施設維持管理３）施設維持管理
完了から概ね２年目以降

○生物生息調査 随時

○地上からの定点写真撮影（同上） 年２回

○深浅測量（第１線堤～人工リーフ）
○汀線測量

３年に１回程度
及び異常時

○航空写真の収集整理
国土地理院、他事業撮影の写真等を活用

数年に１回

※今後の予算等の状況により変更の可能性あり。
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別紙配布

＜別紙１＞第３回委員会意見対応表、委員現場調査意見対応表

＜別紙２＞生物生息調査結果

＜別紙３＞濁度調査結果

＜別紙４＞定点観測（定点撮影）調査結果

＜別紙５＞定点観測（ＵＡＶ撮影）調査結果


